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別府湾におけるイベント堆積物の定量検出
Quantitative detection of event deposits in the piston core of Beppu Bay, central Kyushu,
Japan
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地球表層では恒常的な水・大気循環 (非イベント)や突発的な地震，火山噴火，洪水など (イベント)に起因する様々な
現象によって粒子の運搬・堆積を絶えず繰り返されており，地層が形成されている。そのため形成された地層からは過
去の災害や気候変動などを知ることができる。また一般的にイベントによって供給される堆積物 (イベント堆積物;志岐,
1998など)は一度に供給される量が多いために地層形成への寄与率が大きく，地層の形成過程を読み解く上でも非常に
重要といえる。近年，分析技術発達に伴い，堆積物研究の高解像度・高精度化が著しく，より小規模なイベント堆積物
も検出されるようになってきた (Katsutaet al., 2007)。分析技術の高度化により詳細な堆積機構や環境変動などが明らか
になりつつある一方で，小規模イベントが年代モデルや各種分析値に与える影響が顕在化しつつある。そのためイベン
ト堆積物とそれ以外の堆積物との明確な識別は重要な課題の一つである。
本研究地域である別府湾では Kuwaeet al.(2012)によってイベント堆積物を識別・除外することで詳細な年代モデルの

構築が行われた。イベント堆積物の認定は層相，CT画像，帯磁率，湿潤密度に基づき目視によって行われた。この方法
はシームレスにイベント堆積物を認定できる一方で，経験や個人に依存すること，定量的な検出が難しいことが課題とし
て挙げられる。そこで本研究では別府湾の堆積物を例として，統計学的手法を用いてイベント堆積物の定量検出を試み，
検出結果を Kuwae et al.(2012)の認定結果と比較検討した。分析には Kuwaeet al.(2012)でも使用された BP09-3コア (約
9.3 m)を使用した。
一般にイベント堆積物とは瞬間的あるいは地質学的に非常に短時間に起こるイベントによって形成される堆積物のこ

と (志岐, 1998)で，それ以外の堆積物と比べて給源，堆積過程，エネルギーなどが大きく異なる。そのためイベント堆
積物の化学組成，粒子組成，物性などは非イベント堆積物のそれとは大きく異なる。そこで本研究ではイベント堆積物
を「組成や物性が有意に異なる堆積物」と定義し，外れ値検定を用いてイベント堆積物の検出を試みた。分析データには
2 cm間隔で取得した極細砂サイズの粒子組成を使用し，外れ値検定には多変量でロバストな手法である MSD法 (和田,
2010など)を用いた。その結果，47イベントが検出された。本手法で検出されたイベント堆積物はKuwaeet al.(2012)で
認定されたイベント堆積物と比較的調和的で，外れ値検定を用いた検出手法はイベント堆積物の定量検出に有用であると
考えられる。しかしながら，1)微細なイベント堆積物を十分に検出できていないこと，2)イベント堆積物と非イベント
堆積物の境界を認定することが難しいことが課題として挙げられる。検出できなかったイベント堆積物の多くは 1-2 mm
であり，分析間隔 (2 cm)に対して相対的に薄いために，イベント堆積物が希釈されたことが原因と考えられる。またイ
ベント境界の定量検出が困難な理由としては境界付近の組成に有意な違いが見られないためと考えられる。これらの問
題を解決するためにはイベントの減衰 (鉛直変化)や保存能を評価・反映する必要がある。
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